
親
鶯

に
お
け
る
愚
禿

の
名
告

に

つ
い
て

日

野

振

作

一

浄

土

真

宗

の
開

祖

で
あ

る
親

鷲

は
、

承

元

元
年
 
(
二

一〇
七
)
 二

月
、

法

然

と

そ

の
門

弟

数

名

が

死

罪

や
流

罪

と

な

っ
た

「
承

元

の

法

難

」

(親
驚

三
五
歳
)
 以

後
、

自

ら
を

「
愚

禿

」
と

名

告

り
、

「
非

僧

非

俗

」

と
宣

言

し

て

い
る
。

す

な

わ

ち
、

そ

の
著

『
教

行

信
証

』

「
化
身

土

文

類

」

(真

聖
全

二

・

二
〇

一
頁
)

の
後

序

に
、

主
上

.
臣
下
、
背
レ
法
違
レ
義
、
成

レ葱
結
レ
怨
。

因
レ舷
、

真
宗

興
隆

大
祖
源
空

法

師
、
井
門
徒
数
輩
、

不
レ
考

二罪
科

二狼
坐
二
死
罪
鴨
或
改

二僧

儀
触
賜
二
姓
名

二

処
二
遠
流

嚇
予
其

一
也
。

爾
者

已
非
レ
僧
非
レ
俗
、
是
故

以
・幅禿
字

一為

レ
姓
。

空

師
井
弟
子
等
、

坐
二
諸
方
辺
州
噛
経
一一五
年
居
諸
叩

と

述

べ
、

ま

た

『
歎

異
抄

』

(真

聖
全

二

・
七
九

五
頁
)
 に

は
末

尾

に
、

親
鶯

改
二僧
儀

噛
賜

二俗
名

噛
傍
非
レ
僧
非
レ
俗
、

然
間
以
・禿

字

一為
・
姓

被
経
二

奏
聞

一了
。

彼
御
申
状
、

干
レ
今

外
記
庁

に
納
る
と
云

々
。
流
罪
以
後
、

愚
禿

親
鷲
令
レ
書
給
也
。

と
、
そ
の
縁
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
こ
の

「
化
身
土
文
類
」
後
序
の

「
愚
禿
」
「非
僧
非
俗
」

の
語
に
つ
い
て
、
本
願
寺
第
三
代
の
覚
如

は

『
御
伝
砂
』
(真
聖
全
三
・

六
四
八
頁
)
に
、
先
の
後
序

の
文
を
引
用
し
、
さ
ら
に
法
然
 (藤
井
元
彦
)

と
親
鷲
 
(藤
井
善
信
)
 の
俗
名
及
び
配
所
な
ど
を
記
し
て
の
ち
、

皇
帝

誰
守
成
号
二佐
渡
院
二

聖
代
建
暦
辛
未
歳
子
月
中
旬
第
七
日
、
岡
崎

中
納
言
範
光
卿
を
も
て
、
勅
免
。
こ
の
と
き
聖
人
右
の
ご
と
く
禿
の
字
を
か

き
て
奏
聞
し
た
ま
ふ
に
、
陛
下
叡
感
を
く
だ
し
、
侍
臣
お
ほ
き
に
褒
美
す
。

勅
免
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
か
し
こ
に
化
を
施
さ
ん
が
た
め
に
、
な
を
し
ぼ
ら

く
在
国
し
た
ま
ひ
け
り
。

と
言
い
、
ま
た

『改
邪
砂
』
(直
聖
全
三

・
六
七
頁
)
に
、

つ
ね
の
御
持
言
に
は
、
わ
れ
は
こ
れ
賀
古
の
教
信
沙
弥
の
定
な
り
と
云
々
。

し
か
れ
ば
緯
を
専
修
念
仏
停
廃
の
と
き
の
左
遷
の
勅
宣
に
よ
せ
ま
し
ま
し

て
、
御
位
署
に
は
愚
禿
の
字
を
の
せ
ら
る
。
こ
れ
す
な
は
ち
僧
に
あ
ら
ず
俗

に
あ
ら
ざ
る
儀
を
表
し
て
教
信
沙
弥
の
ご
と
く
な
る
べ
し
と
云
々
。

と
述
べ
、
ま
た
存
覚
作
と
伝
え
る

『
正
源
明
義
砂
』
に
は
、

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一號

卒
成
元
年
十
二
月
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親
鷲

に
お
け
る
愚
禿

の
名
告

に

つ
い
て
 
(
日

野
)

配
所
に
て
も
御
髪
お
ろ
さ
ず
。
し
か
れ
ば
禿
 (か
ぶ
ろ
)
 の
御
形
ち
な
り
け

れ
ば
、
愚
禿
親
驚
と
も
な
の
り
お
は
す
。

と
あ
り
、

さ
ら
に
良
空

の

『
親
鷲
聖
人
正
統

伝
』
(真
宗
全
書

・
三
六
八

頁
)
に
は
、

流
罪
の
節
よ
り
、
有
髪
禿
の
如
く
に
て
ま
し
ま
せ
ば
、
愚
禿
と
名
の
り
た
ま

へ
り
。
亦
御
名
を
も
親
驚
と
改
め
た
ま
ふ
。

と
言

っ
て
、
流
罪

の
と
き

か
ら
親
鷺
と
名
を
改
め
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
解
釈
を
総
合
す
る
と
、
親
鷲
の

「
愚
禿
」
の
名

告

り

と

「非
僧
非
俗
」

の
宣
言
は
、

奈
良
の
興
福
寺
の
学
徒
と
政
府
官
僚
ら
は
、
真
宗
興
隆
の
大
祖

・
法
然
を
は

じ
め
そ
の
仲
間
を
、
そ
の
罪
科
を
考
え
る
こ
と
な
く
死
罪
に
し
た
り
、
あ
る

い
は
還
俗
さ
せ
て
流
罪
に
処
し
た
り
し
た
。
親
鶯
も
こ
の

「承
元
の
法
難
」

に
よ
っ
て
、
藤
井
善
信
 (
よ
し
ざ
ね
)
 の
俗
名
を
与
え
ら
れ
遠
流
と
な

っ
た

の
で
、
そ
の
時
か
ら
自
ら
を

「愚
禿
」
と
名
告
っ
た
。
そ
れ
は
、
親
驚
は
た

し
か
に
国
家
が
認
め
る
僧
で
は
な
く
な
っ
た
が

(非
僧
)
、し
か
し
配
所
で

は
、
剃
髪
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
俗
人
の
よ
う
に
髪
を
長
く
の
ば
さ

ず
結
髪
し
な
い
で
い
た
か
ら
で
あ
る

(禿
)
。そ
れ

は
ち
ょ
う
ど
、
賀
古
の

教
信
沙
弥
が
肉
食
妻
帯
を
し
、
村
人
の
荷
物
運
び
を
し
な
が
ら
念
仏
行
を
実

践
し
た
の
に
な
ら
っ
て
、
親
驚
も
あ
く
ま
で
衣
を
つ
け
、
経
を
論
し
て
日
々

の
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
ら
単
な
る
俗
人
で
は
な
い

(非
俗
)
。

と
い
う
説
明
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
に
は
親
鶯
が
自
ら

「愚
禿
」
と
名
告
り
、
「
非
僧
非
俗
」
の
立
場
と
な

っ
た
契
機
は

語

ら

れ
て
い
て
も
、
そ

の
内
面
性

に
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

あ
る
い
は
、
こ
の

「愚
禿
釈
親
鶯
」
の
名
告

り
を
真
の
仏
弟
子

(僧
)

で
あ
る
と
の
自
負
と
と
ら
え
、

ま
た

「非
僧
非
俗
」
を
国
家
権
力
及
び

律
令
仏
教

へ
の
訣
別
と
自
由
独
立
の
宣
言
な
ど

と
、
積
極
的
に
評
価
す

る
社
会
学
者
も
あ
る
が
、

こ
れ
と
て
親
鷲

の
内
奥
を
す
べ
て
見
通
し
た

も
の
と
は
言
い
難
い
。

す
な
わ
ち
親
鷲
に
は
先
の
後
序

の
文

の
ほ
か
、

「真
仏
土
文
類
」
(真

聖
全
二
・
八
○
頁
)
で
は
、

誠
知
、
悲
哉
、
愚
禿
鶯
、
沈
三没
於
ご愛
欲
広
海
哨
迷
三惑
於
二名
利
太
山
噛
不
レ

喜
レ入
二定
聚
之
数
二
、不
レ快
レ近
二真
証
之
証
噛
可
レ恥
可
レ傷
ム矢
。

と
自
己
の
姿
を
絶
対
否
定
す
る
と
と

も

に
、
『
浄
土
文
類
聚
砂
』
で
は

「慶
哉
、
愚
禿
仰
惟
、
樹
一一心
弘
誓
仏
地
↓
流
ご
情
難
思
法
海
幻
」
(真
聖

全
二
・
四
四
七
頁
)
 と
如
来

の
救
済
を
絶
対
肯
定
す
る
。
こ
こ
に
親
鷺

に

お
い
て
は
、
愚
禿
の
悲
嘆
が
そ
の
ま
ま
入
正
定
聚
の
慶
び
に
転
ぜ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
親
鷲
の

「
愚
禿
」
の
名
告
と

「非
僧
非
俗
」
の
宣
言
に
つ
い
て

は
、
近
代
に
い
た
る
ま
で
種

々
に
論
議
を
呼
び
解
釈
が
な

さ

れ

て
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
自
称
の
歴
史
的
背
景
並
び
に
思
想
的
内
景
に
つ

い
て
、
親
鷲
の
自
名
の
変
遷
を
も
考
察
し
つ
つ
祖
意
を
窺
い
た
い
。

二

親
鶯
が
名
告

っ
た

「
愚
禿
」
の
出
拠
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
本

『
浬
繋
経
』
巻
三
に

「
破
レ
戒
不
レ
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護
レ法
者
、

名
二禿
居
士
叩」
(大
正
蔵
二

一
・
三
八
三
頁
)
 な
ど
と
あ
る
が
、

親
驚
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
無
住
 
(
二
一二
六
-
二
一二

二
)
 が

『沙
石
集
』

巻
四
の

「
二
、
上
人
子
持
た
る
事
」
(日
本
古
典
文
学
大
系
八
五
・
一
入
六

頁
)
に
お
い
て
、

『浬
架
経
』
に
は

「我
滅
後
に
、
飢
餓
の
為
に
出
家
し
、
戒
行
を
持
つ
も
の

あ
る
べ
し
。
是
を
意
楽
損
害
の
者
と
す
」
と
い
へ
り
。
解
脱
の
為

に
あ
ら

ず
。
是
は
猶
人
天
有
漏
の
善
也
。
破
戒
無
漸
な
る
を
、
禿
居
士
と
も
云
、
袈

裟
を
き
た
る
賊
と
も
云
へ
り
。
は
つ
か
し
か
る
べ
し
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
は

『浬
葉
経
』
に
い
う

「
戒
を
破
り
、

仏
法
を
護
ら
ぬ
姿

・
形
ば
か
り
の
僧
侶
」
い
わ
ゆ
る
禿
居
士
が
横
行
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

「
愚
禿
」
の
出
拠
を
遠
く

『
浬
築
経
』

に
み

な
く
と
も
、
近
く
は
伝
教
大
師
最
澄
の

「
入
山
発
願
文
」
に

「
愚
中
極

愚

狂
中
極
狂

塵
禿
有
情

底
下
最

澄
」
(大
正
蔵
七
四
・
二
二
五
頁
)

と
言
い
、
日
本
浄
土
教
の
祖

・
源
信
は

『
往
生
要
集
』

の
序

に

「
如
レ

予
頑
魯
之
者
豊
敢
ム矢
。」
(真
聖
全

二
・
七
二
九
頁
)
と
述
べ
、

ま
た
親
鷺

の
恩
師

・
法
然
は
自
ら
を

「愚
痴

の
法
然
房
」
と
称
し
て
い
て
、
け

っ

し
て
親
鷺
だ
け
が

「
愚
禿
」
の
自
覚
を
吐
露
し
た
の
で
は
な
い
。

な
お
、
親
鶯
が
信
頼
を
寄
せ
た
聖
覚
 
(『唯
信
紗
』
の
著
者
)
 が
、

『十

六
門
記
』

に

「愚
禿
此
篇
を
記
す
る
に
、
身

の
毛
た
め
に
竪
ち
て
双
眼

に
涙
を
浮
ぶ
。
」
(法
然
上
人
伝
全
集

・
八
〇
三
頁
)
 と
告
白
し
て
い
る
が
、

直
接
的
に
は
こ
の
聖
覚

の
言
葉
が
、

親
鷺

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

い
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
 (但
し
、
こ
の

『
十
六
門
記
』
の
作
者
に
つ

い
て
は
疑
義
が
あ
る
。
宮
崎
圓
遵
氏

『親
鷲
の
研
究

上
』
二
三
頁
)
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
親
鷲
は

「承
元
の
法
難
」
を
契
機

に
し
て
、
そ
の
よ
う

な
禿
居
士
に
同
じ
と
い
う
自
覚
と
反
省
の
も
と

に
、
自
ら
を

「
愚
禿
」

と
名
告

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「非
僧
非
俗
」
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
大
原
性
実
氏

(『業
に
生

き
て
業
を
越
え
る
』
一二

〇
頁
)
や
、
灘
本
愛
慈
氏

(『愚
禿
砂
要
義
』
六
八

頁
)
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、

唐
の
白
楽
天

の

『
白
氏
文
集
』
第
三

一
巻

・
「
池
上
間
吟
」

の
一
首
に
あ
る
、
「
非
レ
荘
非
レ宅
非
二蘭
若
一

竹

樹
池
亭
十
畝
余

非
レ
道
非
レ僧
非
二
俗
吏
「
…

」

か
ら
の
引
用
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
 
(白
楽
天
の
引
用
は

「信
文
類
」
に
も
見
ら
れ
る
)
。

三

と
こ
ろ
で
親
鷺
は
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
何
度
か
改
名
し
て
い
る
。

従
来
、
親
鶯
の
幼
名
と
し
て
は
松
若
丸

・
十
八
公
丸

・
鶴
充
丸
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
近
世
の
説

で
あ

っ
て
、
中
世
か

ら
現
わ
れ
る
の
は
松
若
丸
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て

『御
伝
砂
』
(真
聖
全

三
・
六
三
九
頁
)
 に
よ
れ
ぽ
、
親
鷲
は
九
歳
の
春

の
頃
、
伯
父
の
範
綱
卿

に
連
れ
ら
れ
て
慈
円
の
も
と
を
尋
ね
、
出
家
得
度
し
て
か
ら
は
範
宴
少

納
言
と
号
し
た
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
後
、
親
驚
は
比
叡
山
を
お
り
て
六
角
堂
に
百
力
日
の
参

籠
を
し
、
聖
徳
太
子
の
夢
告

に
従

っ
て
東
山
吉
水

の
地
で
専
修
念
仏
の

親
驚

に
お
け

る
愚
禿

の
名
告

に

つ
い
て

(
日

野
)
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親
驚

に
お
け
る
愚
禿

の
名
告

に
つ
い
て
 
(
日

野
)

教
え
を
説

い
て
い
た
法
然
の
門
下
に
入
る
。
そ

れ

は
建
仁
元
年
 
(
二
二

〇
一
)
 の
春
で
、
親
鷺
二
九
歳

の
と
き

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

は
妻
の
恵
信
尼
が
末
娘

の
覚
信
尼
に
宛
て
た
書
状
 
(真
聖
全
五
。
一
〇
四

頁
)
 に
詳

し
い
。

な
お
、
法
然
の
も
と
で
親
鷺
が
緯
空
と
名
告

っ
て
い
た
こ
と
は
、
元

久
元
年
 
(
二

一〇
四
、
親
鷺
三
二
歳
)
 十

一
月
七
日
、
法
然
が

比
叡
山
に

提
出
し
た

「
七
箇
条
制
誠
」
の
終
り
に

「僧
紳
空
」
の
署
名
が
あ
る
こ

と
、
ま
た

「化
身
土
文
類
」
の
後
序
 
(真
聖
全
二
・
二
〇
二
頁
)
 に
よ
れ

ば
、
翌
元
久
二
年
に
は
法
然
が

『選
択
集
』
の
書
写
を
許
し
、
そ
の
内

題
に
釈
紳
空
と
空

の
字
を
書
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
さ
ら

に
同
二
年
七
月
二
九
日
、
法
然
が
書
い
た
真
影
の
銘
文
に
つ
い
て
、

又
依
二夢
告
門
改
二緯
空
字
噛
同
日
以
二御
筆
一令
レ書
二名
之
字
一畢
。

と
述
べ
、
夢
告
に
よ

っ
て
改
名
し
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

と
き
誰
か
ら
の
ど
ん
な
夢
告
に
よ

っ
て
、
何
と
改
名
し
た
か
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
存
覚

の

『
六
要
砂
』
に
よ
れ
ば
、
「後
入
二真
門

黒
谷
門
下
↓
其
名
緯
空
、
仮
実
相
兼
。
而
依
二
聖
徳
太
子
告
命
↓
改
日
二

善
信
ご
 
(真
聖
全
二
・
二
〇
六
頁
)
 と
あ

っ
て
、

聖
徳
太
子
の
夢
告
に
よ

っ
て
善
信
と
改
名
し
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
善
信
と
改
名
す
る
契
機
と
な

っ
た
聖
徳
太
子
の

夢
告

と

は
、

『
御
伝
砂
』
の
第
三
段
 
(真
聖
全
三
・
六
四
〇
頁
)
 に
よ
れ
ば
、

建
仁
三

年
 
(
二

一〇
三
、
親
鶯
三
十

一
歳
)
 四
月
五
日
の
夜
寅

の
時
に

「行

老

宿

報
設
女
犯
…
…
」
の
偶
を
示
し
、
さ
ら
に

「
救
世
菩
薩
、
善
信
に
の
た

ま
は
く
、

こ
れ
は
こ
れ
わ
が
誓
願
な
り
。
善
信

こ
の
誓
願
の
旨
趣
を
宣

説
し
て
、

一
切
群
生
に
き
か
し
む
べ
し
と
云
々
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は

高
田
派
本
山
専
修
寺

に
あ
る
真
仏
書
写
の

「
親
鷲

夢
記
」
と
内
容
が

一

致
す
る
も
の
で
、

こ
れ
は
親
鷲
の
在
世
中
か
ら
門
弟

の
間
に
知
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
真
仏

の

「親
鷺
夢
記
」
に
よ
る
と
、
親
鷺

は
建

久
二
年
 
(
一
一

九

二
、
親
鷺
十
九
歳
)
 に
磯
長
で
霊
告
を
受
け
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

建
久
二
歳
辛
亥
の
暮
秋
仲
旬
第
四
日
夜

聖
徳
太
子
善
信
命
言

我
三
尊
化
塵
沙
界
 

日
域
大
乗
相
応
地

諦
聴
諦
聴
我
教
命
 

汝
命
根
応
十
余
歳

命
終
速
入
清
浄
土
 

善
信
善
信
真
菩
薩

と
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
善
信
と
い
う
名
は
共
通
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
親
鶯
は

「承
元
の
法
難
」
を
契
機

に
自
ら
を

「愚
禿
」
と

名
告
り
、
良
空
の

『
親
鷺
聖
人
正
統
伝
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
と
き
か
ら

親
鶯
と
名
告

っ
た
と
い
う
。

四

次
に
親
鷲
の
自
称
に
つ
い
て
、
そ
の
著
書
の
撰
号
や
消
息
の
署
名
な

ど
を
考
察
し
て
み
る
と
、

◎
著
書

の
撰
号
ま
た
は
奥
書

『教
行
信
証
』

愚
禿
釈
親
鷲
集

(
五
十
-
七
十
歳
頃
)
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『浄
土
和
讃
』

愚
禿
…親
轡
…作
 (七
六
歳
)

『高
僧
和
讃
』

愚
禿
親
鷲
作
 (七
六
歳
)

『愚
禿
鋤
』

愚
禿
親
驚
 (
八
三
歳
)

『皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』

愚
禿
善
信
作
 (
八
三
歳
)

『浄
土
文
類
聚
紗
』

愚
禿
釈
親
驚
集
 (
八
三
歳
)

『
三
経
往
生
文
類
』

愚
禿
親
鶯
 (略
本
八
三
歳
、
広
本
八
五
歳
)

『尊
号
真
像
銘
文
』

愚
禿
親
鶯
 (略
本
八
三
歳
、
広
本
八
六
歳
)

『如
来
二
種
廻
向
文
』

無
記
名
 (
八
四
歳
)

『入
出
二
門
偶
』

愚
禿
親
鶯
作

・
愚
禿
釈
親
鶯
作
 (八
四
歳
)

『
一
念
多
念
文
意
』

愚
禿
親
鶯
 (
八
五
歳
)

『唯
信
紗
文
意
』

愚
禿
親
鶯
 (
八
五
歳
)

『弥
陀
如
来
名
号
徳
』

愚
禿
親
鷲
 
(八
五
歳
)

『正
像
末
和
讃
』

愚
禿
善
信
集
 (八
六
歳
)

◎

『
末
灯
妙
』
の
署
名
 
(他
は
殆
ど
親
鷲
で
年
月
記
入
な
し
)

○
建
長
三
年
九
月
二
十
日
 

愚
禿
親
驚
 
(七
九
歳
)

○
建
長
四
年
二
月
二
十
四
日
 
無
記
名
 (七
九
歳
)

○
建
長
七
年
十
月
三
日
 

愚
禿
親
驚
 
(八
三
歳
)

○
正
嘉
元
年
十
月
十
日
 

親
驚
 
(八
五
歳
)

○
正
嘉
二
年
十
二
月
十
四
日
 
愚
禿
親
鶯
 (
八
六
歳
)

○
文
応
元
年
十
一
月
十
三
日
 
善
信
 (
八
八
歳
)

ま
つ
善
信
が
身
に
は
、
臨
終
の
善
悪
を
ば
ま
ふ
さ
ず
…
…

(真
聖
全
二
・
六
六
四
頁
)

○
弘
長
二
年
 
(
?
)十
二
月
十
二
日

ぜ
ん
し
ん
 (
九
十
歳
)

「
ひ
た
ち
の
人

々
の
御
中

へ
」

(
親
驚

の
遺
言
状
と
も
目
さ
れ
る
)

○
年
月
不
明

善
信
を
や
う
や
う

に
そ
し
り
さ
ふ
ら
ひ
し
か
ぽ
、

…
…

(
真
聖
全

二

・
六
八

八
頁
)

◎

『
歎

異

抄

』

の
自

称

○
親
鶯

に
お
き

て

は
、
た
だ
念

仏
し
て
弥
陀

に
た
す
け
ら
れ
ま

ひ
ら
す

べ

し
と
、

よ
き
ひ
と

の
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
信
ず
る

ほ
か
に
別

の
子
細
な

き
な
り
…
…

(
真
聖
全

二

・
七
七
四
頁
)

○
親
鶯

は
、
父
母

の
孝
養

の
た
め
と
て
、

一
返

に
て
も
念
仏
ま

ふ
し
た
る

こ
と
い
ま
だ
さ
ふ
ら
は
ず

…
…

(真
聖
全

二

・
七
七

六
頁
)

○
善

信
が

信
心
も
聖
人

の
御
信

心
も
ひ
と

つ
な

り
…
…
聖
人

の
御
信

心
に

善
信

房

の
信

心
ひ
と

つ
に
は
あ

る
べ
き
ぞ
、

と
さ

ふ
ら

ひ
け
れ
ば
…

…

(
真
聖
全

二

・
七

九
〇
)

◎

恵

信

尼

文

書

の
呼

び

方

○
善
信

の
御
房
、

寛
喜

三
年

四
月
十
四
日
午

の
時
ば
か
り
よ
り
…

…

(
真
聖
全

五

・
一
〇

一
)

○

あ
れ

こ
そ
善

信

の
御
房

よ
と
申
と
覚

え
て
…
・人

真
聖
全

五

・
一
〇

五
)

な

ど

と

な

っ
て

い

る
。

こ

こ

で
特

に
注

意

さ

れ

る

こ
と

は
、

『
正

像

末

和
讃

』

に

は
初

め

に

「
愚

禿
善

信

集

」

と

あ

り
、

次

に

「
皇

太

子
聖

徳

奉

讃

」

に

は

「
愚

禿

善

信
作

」

と
あ

り
、

さ

ら

に

「
愚
禿

悲

歎

述

懐

」

の
末

に

は

「
已

上

十

六

首
、

こ
れ

は
愚

禿

が

か
な

し

み

な
げ

き

に

し

て
述

懐

と

し

た

り
」

親
鶯
に
お
け
る
愚
禿

の
名
告

に

つ
い
て

(
日

野
)
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親
鷲

に
お
け

る
愚
禿

の
名
告

に

つ
い
て
 
(
日

野
)

(真
聖
全
二
・
五
二
九
頁
)
 と
言
い
、
そ

の
す
ぐ
後
に

「
釈
親
驚
書
レ
之
」

と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
自
然
法
爾
章

の
前
に
は

「親
鶯
八

十

八
歳

御

筆
」
(真
聖
全
二
・
五
三
〇
頁
)
 と
あ
る
が
、

こ
れ
は
も
と

「親
鷺
八
十
八

歳
」
の
署
名
で
あ

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
「御
筆
」
は
後
世
の
者

の

追
加
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
親
鶯
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
聖
徳
太
子
に
関

す
る
も
の
に
は
因
縁

の
深

い
善
信
と
い
う
自
称
を
用
い
て
い
る
が
、

他

は
す
べ
て
愚
禿

(釈
)
親
驚

の
字
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
妻

の
恵
信
尼

の
手
紙
の
中
で
は
善
信
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
消
息
に
お
い
て
は
親
鷺

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
晩
年

の
消
息
に
は
善
信
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
親
鷲
は
、
対
社
会
的
に

は

「承

元

の
法

難
」
を
契
機
に
宣
言
し
た

「
愚
禿
」
を
、
そ

の
生
涯
に
わ
た

っ
て
名
告

り
つ
づ
け
た
と
言
え
る
。

五

で
は
親
鶯
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
用
い
た

「
愚
禿
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
意
味

・
内
容
を
持

つ
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
存
覚
は

『六
要
砂
』

(真
聖
全
二
・
二
〇
五
頁
)
 に

『教
行
信
証
』
の
撰
号
を
、

言
二
「
愚
禿
」
一者
、
愚
是
懇
(し
ょ
う
)
也
、
対
レ智
対
レ賢
。
聖
人
之
徳
智
也

賢
也
、
実
非
二愚
悉
幻
今
言
レ愚
者
、
是
卑
謙
詞
。
禿
称
為
レ姓
。

と
解
釈
し
、
愚
は
恋
す
な
わ
ち

<
お
ろ
か
>
と
い
う
意
味

で

は

あ

る

が
、

い
ま
は
卑
謙

(謙
遜
)
の
語
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
さ

ら

に

存
覚
は

『
歎
徳
文
』
(真
聖
全
三

.
六
六
二
頁
)
に
、

又
有
下題
一
『愚
禿
紗
』
-之
選
晶
同
為
下述
二自
解
義
一之
記
蜘
彼
文
(巻
上
)
云
。

「聞
一一賢
者
信
一顕
二愚
禿
心
叩
賢
者
信
内
賢
外
愚
也
、
愚
禿
心
内
愚
外
賢
也
」

云
云
。
此
釈
仮
二卑
謙
之
言
辞
門
其
理
存
二翻
対
之
意
趣
叩
内
錐
レ備
二宏
智
之

徳
一痛
レ衝
二名
於
碩
才
道
人
之
聞
門外
只
現
二至
愚
之
相
一欲
レ伜
二身
於
田
夫
野

曼
之
類
殉
是
則
蠣
示
一一末
世
凡
夫
之
行
状
↓
専
表
二下
根
往
生
之
実
機
一者
哉
。

と
述
べ
、
こ
の

「
愚
禿
」
と
は
単
な
る
卑
謙
で
は
な
く
、
親
鶯
自
ら
が

末
世
の
凡
夫
の
相
状
を
示
し
、
阿
弥
陀
仏
の
正
機
が
ど
こ
に
あ
る
か
を

教
え
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
た
。

こ
の
後
、
末
徒
は
祖
意
を
窺
う
て
義
を
設
く

る
も
の
多
く
、
僧
鋳
が

『
愚
禿
砂
温
故
録
』
に
四
義
を
出
だ
す
を
噛
矢
と
し
、
道
隠
に
い
た
っ
て

は
同

『
知
新
録
』
に
十
義
を
挙
げ
る
 
(「愚
禿
」
の
語
意
そ
の
他
な
ど
は
、

龍
谷
大
学
編

『仏
教
大
辞
彙
』
第
二
巻
・
八
五
三
頁
以
下
に
詳
し
い
)
。

紙
数
に
ょ
り
結
論
を
急
げ
ば
、
「
承
元
の
法
難
」
に
遭
遇
し
た

事

縁

に
よ
り
、
親
鷲
は

「非
僧
非
俗
」
を
宣
言
し
、

そ
の
後
生
涯
に
わ
た
り

自
ら
卑
謙
し
て

「愚
禿
」
と
名
告

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
お
の
ず
か

ら
後
の
者
に
対
し
て
は
、
末
世
の
愚
痴
蒙
昧
の
凡
夫

の
行
状
を
示
し
て

出
離
の
要
期
な
き
を
信
知
せ
し
め
る
と
と

も

に
、
「浄
土
三
部
経
」
に

説
く
往
生
の
実
機
を
明
示
し
て
、
ま
さ
に
弥
陀
法
の
深
重
の
仏
恩
を
仰

信
す
べ
き
を
勧
誠
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
(註
記
略
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

親
鷺
、
承
元
の
法
難
、
愚
禿
、
非
僧
非
俗

(龍
谷
大
学
講
師
)
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